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図１たのせ集落の概要 

６次産業化を目指す協働型集落支援の方法に関する研究 

―福島県南会津町たのせ集落を事例として― 
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6 次産業化 集落 住民意識 

協働型支援 中山間地域 過疎地域 

1 はじめに 

1-1 背景と目的  

近年の中山間地域における過疎・高齢化の進行は地域

の社会・経済活動の低下を招いている。そこで、協働型

の集落支援について研究１)されており、また過疎地域・中

山間地域では経済活動を再生するために、特産品開発と

いった６次産業化（以下：６次化）が取り組まれている。

そこで本研究では、福島県南会津町たのせ集落が６次化

に向けて行っている自発的活動と支援の手法に着目し、

６次化を目指す協働型支援の方法に関する知見を得るた

めに、支援による集落活動の変化、６次化の支援体制と

活動、住民の意識変化を明らかにすることを目的とする。 

1-2 研究の方法 

ヒアリング調査により集落の活動展開、経済的自立に

向けた大学、民間業者、行政による支援を明らかにする。

また、活動に対する住民の参加状況や経緯、活動意欲か

ら住民の意識変容を明らかにし、支援活動が住民に与え

た影響を示す。 

1-3 たのせ集落の概要 

研究対象地の位置と人口を図１に示す。集落の世帯数

は 12 世帯、人口は 23 人であり、高齢化率は 66.6％となっ

ている。舘岩地域には芝浦工業大学のセミナーハウスが

あり、定期的に学生が集落で活動している。 

集落の活動は、特別漁区の開設、植樹・景観づくり、

直売所運営、イベント参加、都市農村交流、６次化の６

つに分類することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 支援による集落活動の変化 

2-1 支援と活動の関係 

 支援と活動の関係を図２に示す。大学が支援を行って

始まった活動と集落が自発的に行っている活動がある。 

 特別漁区と都市農村交流は集落が自発的に行っている

活動である。植樹・景観づくりは 2005 年に花の御宿の里

づくり事業で大学が支援してから継続的に行われている。

直売所運営は 2008 年に支援を受け活動している。また、

同 2008 年にイベント参加、2013 年から６次化の活動に派

生している。計画策定は 2005 年から支援を受けている。 

2-2 活動の頻度 

 2011 年から４年間の活動頻度を図２に示す。活動の割

合は多い方から直売所が約 40％の 162 回、イベント参加 

が 16％の 66 回、都市農村交流が 11％の 45 回、植樹・景

観づくりが 9％で 37 回、特別漁区開設が 8％の 32 回とな 
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計画策定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

事業検証 ○ ○

レシピ指導 ○ ○
・2013年漬物製造、ぜんびん、みそうずレシピ
・2014年しその葉、でんがくレシピ

加工指導 ○ ○ ○
・2014年しその葉長期保存
・2015年厨房機器取扱い、調理方法

加工依頼 ○ ○ ○
・2013年ぜんびん、みそうず加工依頼
・2014年しその葉漬け加工以来

生産 農業支援 ○ ・2014年しその葉栽培状況調査

パッケージ ○ ○ ○ ○
・2013年ロゴマーク開発、ワークショップ
・2014年15年ラベル作成、検討

販売支援 ○ ○ ○ ○
・2013年14年15年ふるさと祭りなど人的支援
・2015年商品パネル作成

施設整備 ○ ○
・行政による改修工事
・大学による加工施設図面検討

機材整備 ○ ○ ○
・山際食彩工房による購入機器の相談
・補助金での機材購入

全体
計画

商品
開発

販売

環境
整備

・平成24年度地域づくり応援事業打ち合わせ会
・平成25年度たのせふるさとづくり会事業検証
・たのせ地区里山経済活性化事業

2013

活動 支援項目

2014 2015

備考

図２活動頻度と支援状況 

図３３主体による６次化に関する支援 
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***芝浦工業大学工学部建築学科 教授・博士（工学） 

*Graduate School, Shibaura Institute of Technology 

** Oriental Consultants Co., LTD. 

***Prof.Depart.of Architecture, Shibaura Institute of Technology 

 

図４６次化に関するアンケート結果 

世帯 構成 年齢 質問① 質問② 質問③ 質問④ 質問⑦
タイプ

現在/今後
意識
変化

Aa 75歳 ＡＣＤ Ｂ ・研修会等営業に行く機会が増えた Ｃ Ｂ ・研修で得た知識を集落へ持ち帰る。計画を作る Ｃ ・年齢的にいつまでできるかわからないが、経過があっての活動だから続けていく ＡＥ（営業） 総合型/発展 →Ｃ

Ab 68歳 ＣＤ Ｂ ・レシピづくりや調理のアドバイス Ｂ Ｂ
・レシピづくりや調理のアドバイス
・調理師の資格あり Ｂ

・今ある機材ではできないことがある
・機械の使い方を覚えている人（覚えられる人）が少ない
・働きながら関わっているので、専門に活動できる人が少ない

Ｄ 支援型/縮小 →Ｂ

Ac Ｄ A ー Ａ Ｃ ・高齢化よりも本人たちのやる気があるから Ｄ 参加型/継続 ↗Ｃ

Ba 66歳 ＡＢＣＤ B
・生産加工販売を行うために連携をとる機会が増えた
・営業費用、維持管理費用など事務量の増加 Ｃ Ｂ

・新たな野菜作り
・機器整備のための補助事業の導入
・講習会などのソフト事業
・販路拡大に向けた構想

Ｄ
・郷土料理の見直し、定着した販路を見つけることで持続発展できると思う
・知恵を集結すれば可能

Ｅ（営業） 総合型/発展 ↗Ｄ

Bb 62歳 ＣＤ C ・昨年まで直売所の手伝いをしていたが、加工所に変わった Ｄ Ｂ
・機械の取り扱い
・レシピづくり Ｄ

・将来の楽しみの為にも続けたい
・活動に張り合いがある

Ｅ（仕出し） 支援型/発展 →Ｄ

Ca 61歳 ＡＢＣＤ B
・販路拡大
・新商品の開発 Ｄ Ｂ ・食品衛生資格の取得 Ｄ ・集落の農産物を利用した特産品開発と、計画的な作付を行う必要がある ＡＢＣＤ 総合型/継続 →Ｄ

Cb 82歳 Ｅ（農作物） B ・直売所の開設時から、新たな農作物の作付を始めた Ｂ Ｂ ・シソの葉を出荷するようになった Ｃ ・高齢で参加できないが、女性が少なく高齢で、同じ人が出席していて大変だと思う Ｅ（農作物） 参加型/継続 ↗Ｃ
Ｄ Ｄａ 57歳 ＣＤ B ・特産品加工の下準備 Ｂ Ｂ ・特産品加工の下準備 Ｃ ・個人ではアイデアもなく難しいが、みんなで進めていけばできる ＣＤ 支援型/継続 ↗Ｃ

Ｅａ 71歳 Ｄ A Ｂ Ａ Ｄ ・みんな頑張っているからできる Ｅ（大工仕事） 参加型/発展 ↗Ｄ

Ｅｂ 64歳 ＣＤ B
・パック化をすることになった
・シソの実作りも始めた Ｂ Ｂ

・パック化
・特産品加工下準備
・食品衛生の資格取得

Ｄ
・楽しい
・顔を合わせるのが嬉しい

ＣＤ 支援型/継続 ↗Ｄ

Ｆ Ｆａ 87歳 ＤＥ（農作物） A Ｄ Ａ Ｄ ・人は少ないけど一生懸命やっているから ＣＤ 支援型/発展 →Ｄ

Ｇ Ｇａ 73歳 ＣＤ A Ｃ Ｂ ・特産品加工の下準備 Ｄ
・みんなでやると何でもできる
・集まると話せて良い

ＣＤ 支援型/継続 ↗Ｄ

Ｈ Ｈａ 83歳 ＤＥ（直売所） B
・話し合いへの参加
・ラベルのシール貼り Ｃ Ｂ ・ラベルのシール貼り Ｄ

・女性が頑張って進めているから任せられる
・それに対して協力していきたい

ＤＥ（直売所） 支援型/継続 ↗Ｄ

Ｉ Ｉｂ 87歳 Ｅ（農作物） A Ｃ Ａ Ｄ Ｅ（農作物） 参加型/継続 ↗Ｄ
Ｊ Ｊa 78歳 Ｄ A Ｃ Ａ Ｂ ・若い人がやっていくのであれば協力はする Ｄ 参加型/継続 ↘Ｂ
K Ka 89歳 Ｅ（特になし） A Ｂ Ａ Ｂ Ｅ（特になし） →Ｂ

La 78歳 ＤＥ（漁区） A Ｂ Ａ Ｂ ・高齢の為 ＤＥ（漁区） 支援型/継続 →Ｂ

Lb 76歳 ＣＤ A Ｂ Ｂ
・特産品加工の下準備
・個人の加工は水害があった為やらなくなると思う Ｃ

・売れ行き次第ではできると思う
・1人1人の仕事が多くて大変

Ｄ 支援型/縮小 ↗Ｃ

Lc 21歳 Ｄ A ー Ａ Ｄ ・みんなで頑張ろうという気持ちになっているから Ｄ 参加型/継続 ↗Ｄ

質問⑥

L

①現在の集落内の役割
　Ａ企画・運営　Ｂ会計　Ｃ特産品開発　Ｄイベント参加　Ｅその他
②特産品開発を始めたことで活動での役割は変わりましたか
　Ａ以前と変わらない　Ｂ役割が増えた　Ｃ役割が変わった
③役割が変わった、増えた方はいつ頃どのように変わりましたか
　Ａ以前と変わらない　Ｂ役割が増えた　Ｃ役割が変わった
④特産品開発を始めた2012年ごろ、特産品開発をすることについてどう思っていましたか
　Ａできないと思った　Ｂどちらかといえばできないと思った　Ｃどちらかといえばできると思った　Ｄできると思った
⑤現在特産品開発にどのように関わっていますか
　Ａ関わっていない　Ｂ関わっている
⑥現在、特産品開発を行ってみて、特産品開発をすることについてどう思いますか
　Ａできないと思う　Ｂどちらかといえばできないと思う　Ｃどちらかといえばできると思う　Ｄできると思う
⑦今後どのような活動をしたいか
　Ａ企画・運営　Ｂ会計　Ｃ特産品開発　Ｄイベント参加　Ｅその他
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っている。交流人口も活動頻度、活動割合同様、直売所 

が多く、各種イベント、特別漁区の順になっている。 

 集落の６次化が本格化したため、2014 年から直売所に

関する活動が増えている。 

3 ６次化の支援体制と活動 

3-1 ６次化の支援体制と枠組み 

６次化の支援体制を図３に示す。集落の６次化に対す

る支援は 2013 年から、大学、民間業者の山際食彩工房、

行政によって行われている。行政による支援は 2015 年か

ら地域おこし協力隊が加わっている。 

3-2 ３主体による支援内容 

３主体による支援内容を図３に示す。全体計画に関し

て大学が３年間支援している。商品開発は山際食彩工房

により 2013 年、2014 年でレシピ指導、2014 年 2015 年か

ら加工指導が行われている。生産は、2014 年に一度行政

による農業支援が行われた。販売に関してパッケージ作

成とイベント時の人的支援を大学が３年間行っている。

また、2015 年からは協力隊と協働で支援している。 

環境整備は 2015 年に大学と行政が施設整備、山際食彩

工房と行政が機材設備に関して支援している。 

4 集落住民の意識・役割の変化 

たのせ集落の住民 21 人を対象にアンケート調査を行っ

た。回答数は 19 人である。調査は、2015 年 11 月 28 日に

行った。アンケート結果を図４に示す。 

4-1 ６次化に関する意識 

現在の集落内の役割はイベント参加、特産品開発に関

わっている人が多く、企画・運営、会計は少人数で担当

している。また、２つの役割を持っている支援型が多く、

次いで参加型、総合型になっている。 

６次化を始めてから、現在までに６次化を集落で行っ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ていくことに対しての意識が向上した人は 14 人と、７割

の人が実際に６次化を行うことで意識が向上している。 

また、現在、６次化に関わる役割がある人は、およそ

半数程度であり女性が多い。 

4-2 複数の主体による支援に関する評価 

活動しやすくなったと回答したのが一番多い。９割を

超える人が複数の主体による支援に満足している。 

4-3 大学の長期支援に対する評価 

大学が長期的に支援を行ってきたことで、集落がすご

く変わったと回答した人が多い。９割を超える人が、長

期的に支援を行うことで、集落が変わったと考えている。 

また、「活気」「集落内活動」「外部評価」「交流」「自然

景観」「直売所」が変わったという意見があった。 

5 まとめ 

本研究では以下のことを明らかにした。 

・たのせ集落の活動は、大学の支援によって始まった活

動と、集落が自発的に行っている活動があり、現在は直

売所運営、６次化が活動の中心となっている。 

・協働型支援の範囲は広がっている。 

・３主体によって６次化に関する支援が行われ、主体ご

とに支援の内容が異なるが、複数の主体が支援すること

になっても、住民は活動が複雑化したという意識はない。 

・６次化を始めたことで住民の意識が向上しており、中

でも女性の役割が増加している。 

・活動が展開していくと、住民の役割が増えるとともに、

活動の専門性が高まるので、集落の体制を確認し、全体

への支援に加えて、きめ細かい支援が必要となる。 
参考文献 

1）黒沼剛他,住民の活動と意識変化に着目した協働型集落支援活動の効果に関する研究-福島

県南会津町たのせ集落での活動を事例説して-,日本建築学会計画系論文集,第 76 巻,第 669

号,pp.2109-2116,2011,11 


